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「
上
相
川
地
区
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

江
戸
時
代
に
相
川
金
銀
山
を
支
え
た
山

師
や
鉱
山
労
働
者
な
ど
が
居
住
し
た
、
重

要
な
鉱
山
集
落
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
「
上
相
川
地
区
」
が
、
平
成
25
年
３

月
27
日
に
国
史
跡
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
追

加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
上
相
川
地
区
」
は
、
16
世
紀
末
か
ら

17
世
紀
初
頭
、
相
川
金
銀
山
の
開
発
に
伴

い
成
立
し
た
鉱
山
集
落
で
、
鉱
山
都
市
相

川
の
礎
と
も
い
え
る
遺
跡
で
す
。

　

集
落
は
、
明
治
時
代
に
廃
絶
し
、
遺
跡

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
斜
面
を
造
成

し
た
平
坦
地
や
石
垣
、
道
路
跡
・
寺
社
跡

等
が
良
好
に
残
さ
れ
て
お
り
、
上
相
川
千

軒
と
呼
ば
れ
た
江
戸
時
代
の
最
盛
期
の
様

子
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
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５
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３
６

　

「
竹
流
し
金
」
を
長
さ
90
㎝
・
幅
６
㎝
･

厚
さ
０
．
16
㎝�

に
叩
き
延
ば
し
た
延
金
は
、

小
判
を
仕
上
げ
る
後
藤
役
所
に
渡
さ
れ
ま
す
。

　

後
藤
役
所
で
は
、
こ
の
延
金
の
中
ほ
ど
の

両
側
に
１
か
所
ず
つ
極
印
を
打
刻
し
、
そ
の

極
印
の
間
を
切
っ
て
延
金
を
２
つ
に
分
け
ま

す
。

　

そ
の
片
方
を
、
小
判
の
基
準
と
な
る
「
手

本
金
」
と
比
べ
て
品
質
鑑
定
を
す
る
た
め
、

縦
に
15
㎝
ほ
ど
の
長
方
形
に
切
り
取
り
ま
す
。

　

別
の
片
方
は
、
中
ほ
ど
両
側
を
少
し
削
り
、

「
銅
気
改
場
」
へ
ま
わ
し
て
加
熱
し
、
表
面

を
細
く
切
っ
た
檜
の
木
切
れ
で
数
回
こ
す
り
、

燃
え
る
炎
の
色
具
合
で
銅
気
の
有
無
を
調
べ

ま
す
。
炎
が
緑
色
に
な
る
も
の
は
銅
が
混

じ
っ
て
い
る
の
で
除
か
れ
ま
す
。
合
格
し
た

も
の
は
極
印
を
打
ち
、
小
判
所
へ
ま
わ
し
ま

す
。

　

品
位
検
査
を
終
え
た
延
金
は
、
「
荒
切
」

と
い
っ
て
、
小
判
に
仕
上
げ
た
と
き
目
方
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
や
や
重
め
の
３
匁
６

分
（
13
．
５
ｇ
）
に
切
り
分
け
ま
す
。
こ
れ

を
「
荒
切
金
」
と
い
い
、
１
枚
の
延
金
か
ら

１
２
０
枚
前
後
で
き
ま
す
。

◆�

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
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―
５
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佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
⒄
―
後
藤
役
所
―
銅ど
う

気け

目め

利き

き

 

後
藤
役
所
の
図

　

�

延
金
に
極
印
を
打
刻
し
て
か
ら
切
り
分
け

る
（
中
央
下
）。
銅
気
を
調
べ
る
た
め
に
片

方
の
中
ほ
ど
２
か
所
を
削
り
、
檜
の
木
切

れ
で
こ
す
り
炎
の
色
を
見
る
（
左
上
）。
図

の
中
央
上
で
は
手
本
金
と
比
べ
て
い
る
。

※�

後
藤
役
所
は
、
現
在
の
相
川
病
院
の
場
所

に
あ
り
ま
し
た
。

新潟県高等学校文化連盟 
写真専門部主催

「第17回撮影大会
・佐渡大会 」
が開催されます

日時�５月23日㈭～５月25日㈯
会 場　二ツ亀周辺、国中平野、
小木方面の３か所を中心に島
内全域で実施

　県内の高校生約 350人が一
堂に集まり、佐渡を舞台に風景
や人物などを撮影する大会です。
生徒の皆さんへの暖かいお声掛
けや、被写体（モデル）のお願
いがありましたら、撮影へのご
協力をお願いします。
お問い合わせ
　市役所観光振興課
　観光振興係
　☎６３－５１１６

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て


